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北海道酪農の生産力展開

　　　　　　　　　　　に関する一考察

工　　藤　　英
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結　　論

ユ　悶題の所在

　戦後、北海道酪農は基本法農政以降急激に地域分化をとげる中で経営規模の拡大

を進行せしめてきた◎昭和35年頃まで続いてきた全道的乳牛の飼養形態はこの年

次頃を境にして急速に地域分化を進行させ．根釧・天北地域を巾心に乳牛多頭飼養

　　　　　　　　　ω
経営が展開しでくる。

　だがこのような激しい乳牛飼養頭数の多頭化傾向とはうらはらに、1頭当り乳量
　　　　　　　　　　　ノ〆
はここ4～5年停滞を続けている。

　酪農経営に澄ける生産力問題は今鷺のよ争に羅一日と多頭化を齢し進めていかな

ければならない状況下にあっては経営の再生産を確保するうえで益々重要な位置を

占めてくるものと考えるが、今までのところ残念ながら酪農に訟ける生産力問題を

正面から取ρ上げたものは極めて少いといわざるをえない◎

　周知のごとく生産力は労働力、労働手段、労働対象によって構成されているが、

これらは経営の三要素（｛£h鷲e澄ac加rs・of　Far恥MaRage磁e電）といわれる労

働、土地（館然）、資本に該当する。しかし従来の三要素論は並列的にそれぞれの

要勲取扱って矯る附ぎ魂

　だが、これらの要素は実は並列的にならべられているのではなく、それぞれがよ

って立つ位置は明確に区別されズいるのである。つ震り労働力のみが「生産力を形
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成する民力のなかで能動的・主体的な力であ鉱その他の生産に組み込まれる磨然

諸力ないしそれから作られた三二（労働対象や労働手段となるところのさまざまな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（零
生産手段）は主体的な力に対して受容的・客体的な力であるにすぎない」のである｛

能動的・辮的と紡齢蠣力感に・燗の二三・桝醐醗加献

として存在しているのではなくて。二二的に生産手段に働きかけるということを前

提としていることは云う震でもない⑪

　従って生産力は籔わぱr有用的・具体的労働の生産力jにほかならないのである雪

　要約的にのべるならば、生産力を形成する諸力の中で労働力のみが能動的・主体

的な位置を占めるのであ虜、生産力問題は労働力が労働対象に対して労働手段を媒

介として具体的に働きかける風その働きかけ方の中で明らかにされるべきであると

考える◎

　このように生産力を概念づけて，酪農における生産力の展開過程をみると、そこ

に酪農独特の労働過程があることに気づく⑪

　つまり、酪農では労働力が具体的に働きかける対象として土地と乳牛があり、生

産力はこの2つに働墾かける衝縫かけ方の中で展開するものと：考えられるのである

しかもこの2つはそれぞれ別個に存在しているわけではないからこれらを統一して

とらえなければならないのである。

　しかしこれまでの酪農生産力に関する論文轍、上に云ったような意味での生産力

構成のそれぞれの位置づけが不明確であっ痩ということと、酪農に澄ける労働過程

を正しく把握してい壕かったため．しばしば乳牛と土地が個々バラバラに取上げら

　　　　㈲
れている⑪

　だがそれでは酪農に細ける生産力の展開過程を完全にフォローできないばかりか

明らかに重要な部分を欠落させているといわざるをえない◎

　従ってこの欠落した部分を補う上で亀酪農に語ける生産力の展開過程を労働力が

具体的に働きかける中セ、つまり労働過程を記してそのメカニズムを解明しようと

いうのが本稿の課題となるg

　従って課題の接近にあたっては次のよう劇願序で澄こなうことにする。

　蓑ず第1に北海道に影ける酪農の基本動向を生産力構成諸票素の側面よ膀察す

る“次いで第2に労働力の異体的発現としての労鋤奄労働時間を通して、酪農に澄

　　　　　　　　　　　　　　　　　一丑§一



ける労働過程の特殊性を加味しつつ取り扱う。そして最後に、第3に個別経営を事

例にして具体的な労働渾程を通して生産力が展開する過程について考察することに

する。

　な於年次的制限としては最近に細ける10数年間とするQ

2　酪農生産力構成諸要素の展開

　そこでまず最初に、北海道に於ける最近10数年間の酪農生産力構成諸要素の基

本動向をみよう。

　まず第1に指摘できることは、乳牛頭数の増加のテンポと乳牛飼養戸数の減少の

テンポとが正の相関関係が見られるということである。

　つまり、乳牛頭数は昭和35年から曝8年までの1◎数年間で約2，7倍に増加し

た爪その増加の仕方は一様ではなヘジグザノをたどっている。鱒年までの急

激な増加時期、癒0～4王年の停滞時期、墨2～藤4までの増加時期、喚5年以降

の停滞時期というふうに発展と停滞が交互にあらわれている。そしてこの乳午頭数

の動きと乳牛飼養戸数の動きをみると戸数減少の激しい年次には乳牛頭数も停滞を

示してい為のである◎

　そこで担い手屑として乳牛飼養頭数規模三農家数をみると、10頭以下層はたえ

ず減少傾向を示しているが、40～41年にかけて急激に減少し、又46年以降も
　　　　　　　　　　〆
急激な減少を示している◎蜜た10～20頭層は感塩・年譲では増加傾向を示してい

たのが45年以降減少に移っている。

これら2◎頭以下層の動きに対して2⑪頭以上層のみ著しく増加して於り、40年

頃には2％あまりの構成しか占めていなかったのが、48年には実に2G％を越え

る震でになっている。だがここで多頭化層の増加にのみ目を蕉われてはならない。

むしろ一方で激しく進行している多頭飼養へのせ参上り傾向に対する脱落化が進行

しているわけで、しかも20頭以上層が急速に増加したといっても48年現在20

頭以下層が依然として全体の80％を占めていることから、乳牛頭数の増加は20

頭以下層の滅少の仕方いかんによって大きな影響を受けぐものと云わざるをえない

のである。その意味で急激な離農を背後にひそめる頭数規模拡大は酪農経営の再生

産が益々困難になっているこどのあらわれに他ならないし、この面からも「ゴール

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1？一



第1表 北海道酪農生産力

35年 36 37 38 40 41

乳 牛　頭　数 頭 189，096 201β48 218，963 触7息18 282，873 290．24タ0

乳牛飼養戸数 戸 57β92 53，？墨7 51，623 50油88 46，220 42ユ18

頭 lo頭以下 〃 ※溢1，264 52β35 ｝ 蛋6β02 38．2343 3L7454　
数甥戸数

10～2◎

Q0～

〃〃 6，155

@

1，712

c

一　 3，832

R5蛋
1　6 9，265

P，109

乳牛飼養戸数率 ％ 24．8 24β 23．8 24．1 ．232 ．22．0

耕 地　面　積 始 826．4｛65 823，080 8玉2，211 808，539 812，961 796．204タ

草 地　面　積 〃

一 一 喚28，761 4蛋2．墨？3 一 387湊05

うち野草地山林比 ％ 一 一
53．7 5？．7

一 46忌

トラクター　台数 台 玉嵐512 28漁53 396．57 51油8？ 70ユ22 73，343

ミルカ　一　台数 〃
㎝ … ｝ ｝ 6，826 10コ27

農業従事者数 入 59垂，568 589，751 551β95 55騒64 475，330 喚32295

基 幹回　働力 〃 喚60，611 一 一 『 367ρ玉8 358，94．7

乳牛1頭当り草地 鍛 1．8
一

2．o L8 ㎝
】3

トラクター1台当り耕地 〃 57．◎ 28．9 20．5 15コ lL6 h．1

農業従事者数 入 2．6 2．6 2．5 2．7 2．4タ 2．3

一

戸 乳牛頭　数
頭 3．3 3．7 垂．2 塩9 6ユ 6．9

当 草地面　積 紘 一 一
8．3 8．8

～
9．2

り
トラクタ～台数 台 ◎．06 0．13 Oi　8 0．25 0．35 038

ミノレ八一台数 〃 ”… 一 一一 一 0ユ5 0．26

導一

l 乳隼頭数 頭
三．？

一 一 一
3．痴 3．6

従当

� 草地面　積
ha

｝ 一 ｝ ｝ 『 48

1）北海道農業基本調査各年及びセンサス利用・計算

2）　35年頭数別戸数は、　5頭以下層と6頭以上層である。

3）専従者1入当り乳牛頭数と草地面積は1戸当り乳牛頭数と草地面積を虹

　　当う專従者セ除した数値である。

一玉8一
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構成諸要素の展開

虫2 43 445 感5 魯6 感7 争8
P

309，008 343，696 400ρ18 蛋4μ8，9？6 廊79，939 必97，216 513，092

感。，193 ．39ユ68 38，921 37，739 3曳294∫ 31，55蛋 28β83

28，04嬉3 24，，558 21β36 20，？30 16，？う5 13，8φ◎ 11．31塗

10，3虫1 11，536 1．2，599 lU88 10927 1◎，10玉 9β28

1，809 3．0？45 喚、98藤 2，？魯？ 3，3σ5 曇漁8藤 5β◎俸

2三．8 22．0 乞2．6 22．？ 2L？ 20息 呂0．1

86φ，972 813，7幽1 823，93垂 89α感2弩 885915 898，7◎8 899、e50

403，905 喚10，99◎ 患29、？2？ 388、9墨8 幽18，961 愈21、04．6 蝿婦39
喚6感 39．8 35．8 28．9 23，露 18．3 16．4畢

86，922 98，892 109，67◎ 11藤，5感1 13083墨 12S，93？ u2，◎？6

｝ ｝ … 28品95 … 一 3蛋β5強

嚥91講94・
4』

W巫．9941 嶺？2，4辱4露6 497，7玉5 蛋23，522 4，0喋㌧66？ 390、3sa

3？2，022 361，8？6 354㌔381 29？，24庫5 2魯3蕊21 276β36 257，333

L3 1．2 u ◎．9 o．9 0．8 α8

10．0 82 7．5 7．8 ？．3 73 8．o

2．7 2．7 2．7 3．◎ 2．？ 露．？ 2．7

？．7 8．8 103 IL9 1農1，◎ 15．8 1？．7

LO．0 1◎5 lLO 10．3 12．2 三33 15．o

、F

0．47 056 0，641 0．69 α76 ◎．82 0．？8

一 一 『
◎．75

一 皿 1．19

3．9 4．嵐 4・．9 6．6 ？。4蚤 ＆9 9．8

5．0 53 5．2 5．7 6．塾 ？．4ξ a8

一19一



なき規模拡大」は転換をせ譲られているといわなければならない◎

　第2に指摘できることは、草地面積の停滞である。つ壊りここ1◎数年間ほどん

ど増加していない◎そしてこの草地衝積の停滞の中で乳牛頭数の増加がはかられて

いるのである◎

　それはつま為ところ飼料基盤をせばめることになって旧り、35年には乳牛1頭

当り草地面積が1．8haであったのが、喚8年にはα8kaに減少していることによっ

て示される。従って草地としての土地利用は専ら野草地・山林を採草地化する方向

をたどって診り、37年忌野草地・山林利用地薦積の占める割合ほ草地面積の533

％であったものが、蛋8年には16．蛋％に激滅している。このことは具体的には放

牧地諏積が滅少したことを意味して祠り．夏場に耀ける飼料基盤さえ確保できない

　　　　　　　　　　　　　　（6｝
状況がつくり出されつ㌧ある。

　これらのことを必然化させたのは、農業基本法農政謹戸立経営農家育成政策め推

進により従来から一こなわれてきた水田地帯や畑作地帯でID乳牛飼養形態、つまり

複合的あるいはプラスアルファ的な土地曝気形態を阻害し、その意味で、とれらの

地帯での草地利用は極めて限られた農家屡の巾でのみ一こなわれてきたこと、比較

有利性の原則から愛って乳牛飼養はもっとも地代の低㌧（地帯、特に「草しか出来な

い」二六・天北地域を中心として乳隼の多頭化が進展していること、そしてさらに

は最近特にめざましい農外資本による土地買占めが野草地・山林を中心に進行して

齢り、そのことが地価を急激に上昇させ、草地面積の拡大を陽害していること等に

よるものと思われる。

　第3は、労働力と農業機械についてである。

　つまり、以上のべてきたように、特定地域への傾斜を強めながらの多頭化経営の

発展と草地面積の拡大が制限されていることにむこってきた土地利用の集二化は、

より一層の労働力の投下を必要とするが、農業労働力の動向をみると、逆に急激な

減少を示している◎

　つまり、農業従事者数は35年の59，5万入から喚8年には39万入に減少してい

る。さらに特にこの動向の中で基幹的労働力の動向をみると、35年に比較して56

％に減少して語り、それは農業従事者数の減少傾向より著しい。従って農業従事考

数に占める基幹的労働者数の比率も、、35年に澄ける77．5％から岳8年には659％
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へと10％以上の減少を示しているΦこのように農業生産を於こなう上で最も重要

な位置を占める労働力が農業から離れていく傾向がみられるのである9

　そこで、一体基幹的労働力が1人当り例頭の乳牛と。どのくらいの草地を管理し

ているのかをみようQ第1表によると、当然のことながらいずれの面でも急速に増

加しているQ

　従って労働手段としてのトラクター及びミルカーの鋤向をみると、トラクター台

数は35年に比べ虫8年には実に7．？倍に臨増加を示しており嵐1戸当り0，8台所

有するまでになっている◎譲たミルカーにお・いて亀轟魯年に比べ噛8年には約5倍

以上に増加し、11 ﾋ当り所有台数は玉台のラインを越えている。

　このような傾向から、現段階は3の年代後期魔感0年代初期と比べると格段と労

働の範囲が広がっているのであり、この広がりをカバーする庵のとして上述したよ

うな労働手般が導入されている庵のと思われるQ

　以上、北海道酪農の基本的動向・特徴壷のべたが、これ諜での中心は生産力の起

点としての構成要素がどのような基本的動向を示しているか．それぞれがどのよう

な関連をもっているかを示したにすぎず㌔労働力が酪農生産に細いてどのように具

体的にあらわれているかを明らかにしていない⑪つ震り興体的に労働力が働きかけ

る場合、年間どれだげ労働しているか◎そして酪農生産の特殊性として乳牛に対す

る労働と草地に対する労働の配分がどのようになっているのかが明らかではない◎

実はこの部分の研究が従来最もウイークな部分として残されていたと考えるので、

以下若干考察してみよ、うQ

3　酪農における労働過程

　一応労働力が具体的にあらわれている亀のとして労働晴悶をとり，そこから考察

を進めていくQ

　まず、労働時間そのものに入る前に労働力の保有状況を乳牛飼養頭数規模別にみ

ると、多頭飼養階層に伴うに従って農業従事者数が増加している。しかし同一階膚

を年次的に追ってみると、いずれの階磨も滅少傾向を示しているQこの傾向は専従

者に論いても同様な傾向を示しているが、減少の仕方について家族労働力に占める

専従者比率をみると、搾乳牛9頭以下麟で1◎年程前に8◎％程度であったのが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一31一



第2表　 乳牛頭数規模別労働状況

i

器

（入、頭、時、％）

家族労働力 搾乳牛 霞家労働時…間 動力利 専従者 専従者1人 搾乳隼
農従者専従者 頭数 家　　族 雇　　用

用時聞 比率
当り

J働時間
1頭当り
J働時間

37 2．8喚 2．26 5ユ 5，墨3露 302 116 79．6 2喚043 1，065

38 2．83 鉱22 5．喚 5，φ3俵 185 132 ？8忌 24喚8 1，006
39 2．7呈 3、G8 5．各 5，628 168 29 76．8 2ワ06 1，005

5～6頭 墨0 2．80 ．　　既13 5．3 5，355 67 543 76．1 25143 1，◎10

喚1 2．69 蹉．25 5．6 5，353 86 161 83．6 23？9 956
喚2 2．66 ！．7エ 5．8 嵐693 23 156 6嵐3 27争φ 809
幽3 2．82 L？3 5．δ 嵐606 14タ？ 169 61．3 2662 823
曇蛋 2．8G L7G 5．5 嵐959 207 机　34，1 60．7 2917 902
38 2．9｛｝ 2，54多 8．5 6，303 喚95 261 87．6 2481 74多2

39 2．墾7 2．08 7．8 5，181 86 21 8喚．2 2491 664f

40 2．57 2．09 ？．6 5，625 三22 o　生2 81．3 2691　’ 74．0

7～9頭 蛋1 2．93 2．27 ？．7 5β38 108 392 77．5 25？2 758
42 2．6蛋 ao2 7．7 5，喚99 122 34卜8 76．5 2722 714，

43 3．oo 2．26 8ユ 5，961 100 570 75．3 2638 ？496

生41 2．77 2．o（1 8．o 5，190 22 喚03 72．箔 2595 64．9
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年々減少傾向を示し、喚？年には§◎％台に低下している。

　これに対して、搾乳隼10頭以上層は大体80％台を占めていて安定した水準を

占めている。つ寳り、9頭以下層では激しい規模拡大の流れの中で益々基幹的労働

力が流出して勘鉱その意味で酪農生産の担い手履としては搾乳牛10頭以上層に

限定されるかたちで乳牛の多頭化が語こなわれているものと思われる。

　次に、以上のべた労働力の保：有状況のもとで投下された年間の総労働時i間をみる

と、各階層共に年次的には家族労働時間が減少しているが、階層間を比較してみる

と多頭飼養階層にむかうほど労働時間が多くなっている◎例えば喚8年でみるなら

ば5～9頭層が4，69蛋時間であるが、隻0～1蛋頭層で6。324時間、15～19頭

層で6・658時間、20頭以上層では？，5？◎時間であり、多頭飼養層になるほど家族

労働時間が多い◎しかも多頭飼養層に向うほど三二労働時間が多くなっていること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
を指摘してお・とう◎

　さて、土述の労働力と労働手段の関係について、動力利用時問でみていくと、い

ずれの階層でも年々動力利用時闘（弓場と隼舎の合計）が増加して澄り、特に多頭

飼養層になるに従って急激に増加を示している。これを搾乳牛1頭当り労働時間に

占める動力利驚の比率として出してみると、蛋8年現在で、5～9頭層は10，1％、

10～1冬頭層が13ユ％、15～19頭磨18．2％、20頭以上層が26，a％と、多頭

飼養階層になるにともなって労働手穀への依存を強めていることがわかる。

　このようにして乳牛飼養は徐々に労働手段への依存を強めることによって全体と

しての家族労働時間を減少しているかに見える◎しかし、これを専従者1入当り労

働時間でみると、同一階層では2◎頭以下廣までは大体労働時間が減少する傾向を

示しているが、20頭以上層のみここ3年間逆¢増加して撫り、しかもどの階層よ

りも労働時問が多くなっている。い蓑圏愚8年に澄ける階層別ミルカー台数をみる

と、5～9頭層1．1台目1◎～1俵頭層1、43台，15～19頭層1．5台であり、20

頭以上層では2．3台である。つま勢、このことと、上述した動力依存度からみて多

頭飼養に誇ける労働手段の高度化は必ずし臨労働時間の減少をもたらしてはいない

ということが指摘できよう。

　さて、それでは次にもう少し労働の内容まで入っていこう。つまり、以上のべた

労働が具体的に牛舎及び圃場にどのくらい投下されているのか。そしてそれぞれの

　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一



労働の中で、どのような作業にどのくらい労働が投下湛れているかであるg

　第3表は最近5ケ年間に於ける搾乳牛1頭当り作業別労働時聞であるが、これに

よると明日かに牛舎管理労働時間が圧倒的に多く、飼料生産労働時聞は牛舎のそれ

に比べて20～3e％程度を占めるにすぎない。

第3表　搾乳牛1頭当り・作業溺労働時間

（時，％）

牛舎管理労働時間
労　　　働　　　比　　　率

合計時間
飼料給毒 敷料搬出入 搾乳処理 牛乳運搬

輔年

S5

ｴ6

･7’

n8

32⑪

Qa2

Q56
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P88
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Q0．玉
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P2．8

Q0．2

烹烹．o

ﾊ露薫

C1．曇

W2．墨
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愈7．a
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｡9．5

U◎．G

撃X．？

6感

T．9

J　爵　0　9　■　9

T．0

窒W

飼　料　生　産　労　働　時　間

労　働　比　率
合計時間 耕うん・は種　元　肥

追膳・除草 収　　穫 カッター
ﾂめ込み

掲年

`5

S6

`7

S8

噛　　　56

@　63
@　69
@　59
@　蛋8

　墨・．◎

@o．◎！　嵐6

@◎．o

@一

18．3

X．◎

P1．9

P1．喚

芬O．？

？嵐6

XLO

H6諜

H2．2

W8．3

3．2

p？．31鼠？『

玉）　『北海道農畜産物生産費』より引欄・加エ

2）’ 迫ｿ生産労働比率は自給飼料費用価の生：草・混播牧草（イネ科主）

　　より計算

　いずれの作業に澄いてもここ5年聞に若干ながら減少を示している◎これは多頭

化による搾乳牛1頭当り労働時間の減少とみてさしつかえないと思うが、搾乳牛1

頭当り労働時間の減少は全体量の労働時間の滅少には必ずしもつながらないのは前

述した通りセあるb

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一25一



　次に、牛舎管理労働のうちでどのような作業に最も比重がかかるかということで

あるが、この表によると搾乳処理に最も大きな比重がかかって凝り、牛舎管理労働

のうち約50％、次に飼料給与が約20％、敷料搬出入が約12％となっている。

　また、飼料生産労働についてみると，収穫、カッターつめ込めなどの作業が圧倒

的な比重を占めて澄り、耕うん、は種、それから元朋や追肥のための労働は極めて

比：重が低くなっている。

　これらのことを要約するならば、牛舎管理労働に影いては搾乳処理、そして飼料

生産に論いては収穫作業というように竜つばら直接生産物をとる作業の比重が強い

としへうこと；がい・えよう。

　以上かんたんに酪農に診ける労働配分について述べたが、主に同一階層に誇ける

労働を中心として取り扱って澄り、その意味で酪農経営が年々多頭化している内実

を把握できない。しかも生産力の構成諸要素が乳牛多頭化過程の中で具体的な労働

を通して生産手穀とどのようなかかわりをもって生産力が展開しているかが明らか

ではない。寮た、作業内容に勘いても牛舎管理労働と飼料生産労働はどのように相

互に関連しているのかも明らかではない。

　従って・珠に個別経営に澄ける多頭化過程を事例にして労働力が生産手段とどの

ようにかかわってきたのか◎そしてその結果としての生産力展開について考察しよ

う◎

喚　個別経営における生産力展開

　第些表は個別経営に診ける乳牛多頭化過程を示したものであるが、専業従事者数

3～4入であり、この労働力を基盤として乳牛の多頭化が急速に進行している。そ

して草地面積の拡大は4～5年あるいはそれ以上か』って拡大がなされている。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？）
れら生産力構成諸要素の拡充過程については別稿にゆずることにして、多頭化にと

もなう労働負担という点からみることにしよう◎

　第1に指摘できることは、いずれの農家も乳牛多頭化にともなって乳牛濠ぴ草地

に対する管理労働範囲を広げて澄り、その結果、全体量としての労働投下量を省力

化が進展しているにもかかわらず増加させているということである。その場合、よ

り多頭化の進行している農家ほど労働時間増加にともなう労働負担がか＼っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝26’一



このことは、酪農生産が家族労働力を回心として細～二なわれている允め，亙入でも

労働力が減少すれば、残されたものはそのま寮労働負担がか》ることになるみ例え

ば撫3、とNα幽は労働力の減少に濫って1入当り乳牛頭数、草地面積ともに急激に労

働範囲を増加させているg

　このように喚0年代に泣ける急激な乳牛多頭化は家族労働力の労働門門を強めて

鋤、そのととから労働手段が導入される竜のと考える。

　第2に指摘できることは上にのべた労働範鵬拡大に伴う機械導入の方向について

である。

　談ず、草地に関する機械導入についてみると、最初にトラクターが導入され，次

いで堆肥散布機やプロ㎜ドキャスタ…、チ灘ッパー、べ一ラ｝が滋入されている。

だが、前述した第3表の飼料生産労働比率から考えてみるならば曳ここ1◎年聞に

澄ける農業機械導入の中心は収穫作業機械であろうと思われるQ

　又、牛舎に関する機械化についてみると㌔ミルカーからパイプライン、バルク・

クーラーへとあるいはふん趨し作業に勢いてもバーン・クリーナーが導入されるな

ど労働手毅の機械化が急速に進展し、牛含施設の改築譲でふく震れる方向にむかっ

ている。

　そこで、これらの労働手段導入が労働時悶にどのように影響しているかというこ

どであるが、搾乳牛負担部分の労働時聞から推定すると、いずれの農家も牛舎労働
　　　　　　　　　　　〆P
時聞が44～45年を境にして減少傾向を示している◎つ譲りこの頃を境にして牛

舎の新築、バーン・クリーナー、パイプライン、バルク・クーラーが一挙に導入さ

れて論り、この結果牛舎に診ける労働時間が乳牛多頭化の急激な進行にもかNわら

ず減少傾向を示すことになったものと思われる。

　これに対して草地に関する労鐸峙問をみると・いずれの農塚に齢いても年縁甑薯

傾向を強め、乳牛労働時間に論ける華地労働の比率を高めつつあることが認められ

る。つ護り、このことは草地管理が糧放的土地利用から集約的土地利用へかわるこ

とによって増加しているものと考えられるが、このことに関しては後述することに

してここでは指摘するにとどめよう◎

　つまり、この間の機械化の方向は牛含労働の省力化による労働時聞の減少と草地

管理の集約化にともなう労働時閥の増加というあい反する機械化の方向の中で、全

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝2？｝



第唾表 ・乳牛多頭化過程
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i

器

惑◎年 冬1 墨2 喚3 喚を 45 患6 喚？ 48 49

垂 3専従：者数

絜酷ｪ数

崇n面積

31215

13一 緬　　鼎　　嚇　　　r　　櫛　　一

一一 堰t1？ 17

R3

20

R磁529
騨従当一り

乳　　牛

吹F　地

廊0

T．0

4．0

T．o

壬．0

T．G

癒3

X．7

3．3

V．3

嵐3

H．3

嵐3

V．冬

嵐3

V．3

磁3

W．3

5．G

H1．5

震α1

施　　　設
牛舎

T御2基 乾草舎 サイ臓工

機　　　械
賃耕

ミノ断1

トラクター一1 ベチG雷雲散布機ブ“一一ド

Mャスター
牛　　舎

吹@　地

糊　　鵜　　鳳

氈@　脚　　一

一鮪｛

p　　”　一　　｝

一喘㎝

ｹ　　隔　　　一

工9？1

I126
2？虫1

P581
19昆0

P33Σ 1354｝

3《）6｛）　　2震幅8

@　　159曇

2委82

P539

轍　　備　　｛

@　　一　　㎝

二部

荿ｪ
ｨ鮒｝担時間

合　　計 弊　〔　　｝ ｝輪一
一　　｝　　　齢 309？　　、 垂322 　㌔R25！ 34磯4f 虫022

張02！　し
噸　鱒　　顧

語頭巌り 鞠　　山畠　〔 ｝一一 一一一 5玉6 36◎ 271 285 223 268 一　　｛　　　｛

3専従者数

絜酷ｪ数

崇n面積

’12一

@一

㎝　　　一　　一

@　　　『　　　一　　　一

蝉　　　一　　　㎝　　｝

黶@　　一　　　｛　　　一

一今25
o　　　　｛　　　　一　　　　一

30 　35
黷ｱ》45

　　　　｝　　　一　　　｝ ｝　　　　r　　櫛　　一 一ケ4・3 64f

T5　　　　一　　　一　　　　｝

専汰
]：当一り

乳　　牛

吹@　地

6 8．3 ／1）．け ］1．7

P5．o 15．o ユ5．0

1〈臥3

P5．0

2L3

P8．3



謎

N｛壌

施　　　設
畜　　舎

Tイロ1基

牛舎新築

Tイ唄基 スタックユ基

牛舎増築

バンガー

育成舎新築

機　　　械
賃耕・エン

Wンモア

トラクター1

u露一ド
Lヤスター・ ミルカー2

糊鰍布機べ一ラー

pイプライン

トラクター一1

oルク・
Nーラー

搾部

齦ｪ
ﾘ負働、

S時
ｷ

牛　舎

吹@地

918

Qs5

1650

R3σ

三？61

錘ﾇ6

2138

Wを8

252玉

P83乞

3§80

№♀ｫ

3591
P《塾55

3垂51

ｳ38藤

30倉6

P6ワ？

一　刷　　鞭

ﾋ　静　鱒

合　　計 1183 198◎ 22の　　2986 喚353 喚6！幽 5§墨§ 幽335 奏683 糖り　　働

ま頭当り 296 396 喚喚1　　　59ワ 3三三 2三〇 影。易 1§マ 1蛋6 一　　酔　　鞘

i 2

、、↓＿32
専従者数

絜酷ｪ数
崇n面積．

3喚1

17 1喚 2三 39 一　　一　　一　　醐 一ゆ5？ ？1

67
専面
]当一り
乳　　牛

吹@　地

輪　一　　　

P3．？

5．？

P3．7

虫？

P3．？

7．◎

P3．？

93

P3．？

！載7

I3．？

／3．0

P3．ワ

湘　　嶋　　一

P3．7

三9．0

P9．o

35．5

Q8．5

酌β

施　　　設
牛　　舎

Tイ撫1基

牛舎増築 牛舎新築

pンガー遜

機　　　械

トラクター1

uロード
Lャスター
~ルカー£ チ…ヨツノ煽

トラクター1

yーラー パイプライン

尿散布機バルク・

mーラ一一

搾部
投ﾋ憎憎i担時聞

牛　　舎

吹@　地

騨　　“　　　㎜

f　　輪　　僻

鞠　　一　　副　　　　「

|藺　　幽　　櫛

櫛　　鞠　　　｝

@　　｝　　騨

｝　　脚　　榊

黶@　轍　　一

一　　鞘　　　　　

黶@　　　　　備

一　　輯　　　　

�@　　輸　　　｝

3596
P883
3496

P喚？6

28垂2

P129

齢　　｝　　一

黶@　｝　　一

合　　計 一　師　　榊 一　　　　　扁 一　　一　　　 一　　一　　　｝ 一　｝
｝　　　　　　　一 5藤？9 喚9？2 39？1 鞠　一　　鞘

1頭当り 輪　　噸　　一 一　　鋤　　　　 鞘　　隔　　｝ ｝　　構　　㎝ ｝　　隔　　　｝ 　　　　一　　一 £11 三？8 10？
勲　　　　　　鞘



（つづき）

竃

愚。年 饗1 奏2 墨3 喚4， 虫5 蛋6 喚7 冬8 虫9

専従品数

絜酷ｪ数

崇n面積

喚

呂1

33各

一ウ60 →　マ。一　 一　　　一　　　一　　　一

c　　㎝　　一　　一

「タ　乞？

黷竄刀

38 　　　　｝　　　　　　　一 『　　　｝　　　…　　　『

5曇

縞入
]当一り

乳　　牛

吹@　地

嚇　　輔　　一　　　

p一｝輔

哺　　帰　　　耀　　　r

增@　　暗　　『　　q

6．8

V．5

ワ．8

V．5

三2．0

P0．o

12．ワ

Pαo

r　　　儲　　　畠　　輯

O8。o

20．0

P8．o

即　一　　脚　蝉

P8．0

23．3

P8．o

晦曇

施　　　設
牛　　舎

Tイロ1基 サイ潰1基

牛舎増築ノく一ン。

Nリーナー

機　　　械
トラクター1

~ルカー2

トラクター
X薪チ藤ッパー

醐羅散布機

ブロード
Lャスター
pイプライン べ一ラー

西部牛　　舎

@　箪　　地

｝　　鴫　　一　　r

Q楠一一襯

鴨　　麟　　　榊　　　雨

p　　胸　　｝　　一

｝　　哺　　騨　　㎜

怐@　｝　　酬　　｝

曇310

Q116
垂32垂

P585
3353
I399
3932
Q169
3816

Q0go

3951

Q370

燭　　廟　　鞘　　榊

吹@　麟　　櫛　即

乳分

濠K
sｭ
S時
@間

合　　計 軸　一　　御　　僻 軸　　伽　　備　　一 一　　｝　　蜘　　一 6喚a6　　5909 喚7与2 6101 5907 6321 脚　　　獅　　扁　　締

1頭当り 輔　　嶋　　鱒　　　一 腕　　嚇　　陣　　㎜ 　　　　㎜　　噂　　一 378　　　　269 183 210 三97 1〈』4タ 幽　　輸　　嚇　輔

2 3専従者数

絜酷ｪ数

崇n面積

　～ 　　　…　　　　一　　一

o　　　一　　　一　　　｝

一ラ25

鼾｡嵯5

28　　　　．32

Q3　　　　　5G

38 ＿　　　｛　　一　　　一 一→67 67 88

6生3

専八
]当一り
乳　　牛

吹@　地

｝　　囎　廟　　嶺　　噂

?　鞠　　陶　　鴨　　一

悔　　鴨　　一　　鞠　　一

A　　燭　　一　　解

12．5

V．5

1臥。

氓P．5

16．〔｝

Q5．⇔

19．0

Q5．o 25．◎

28．5

Q5．0

22．3

Q1．喚

293
Q1．小



駕

Nα5
；施　　　設

牛　　舎

Tイロ1基 サイロ3基

牛舎新藻ノく一ン・

Nリーナー

’　・

機　　　械
畜　　力

~ルカー2

トラクター1

uロード
Lャスター

ベーラー

e・ヨツパー

　散布機

pイプライン

トラクター1

バルク・

Nーラー

牛　　舎

吹@　地

聯　　一　　輸　　　”

p　　鞘　　輸　　鰍

1854声

W7？・圏

、28？4嬉

P288
3537
H◎？

蛋◎7告

P134

3613
P48？

334多5

P？60

24ヌ51

Q09◎

2782
Q〈塾88

儲　　轍　　　騨　　騨

J　備　　禰　　酬

搾部

荿ｪ
腰J
遠ｭ
¥時
@聞

合　　計 朧　縣　　網　　鞭 2？31 舎1奪2 墨244タ 5乞◎8 510◎ 51（｝5 454雫1 55？0 一　軸　　一　　炉

1頭当り 楠　　枷　　一　　　榊 228 297 35喚 欝7感 213 18露 1壷2 ユ30 嚇　輪　　伽　　膳

喚専従者数

絜酷ｪ数
吹F地面積

　3
D。一

ｫ＆7

…　　　㎝　　　　　　　　　 一や告1 憂8 喚§

U8．7

5蛋一§o ・？o 7§ ？1

誕乳一理

　　牛

ｨ　　地

1昌β

P6．乞 三6．2

！a？

P6．2

16．0

P6．2

ユ5．（）

Q乞．9

18．O　　　乞O．◎

＝秩D9　　　22．9

33．3

Q2．9

1象◎

P？．2

17．8

P？．3

醗6
郡鴨　　　　　　　　曇凡

�@　　　葭又

牛　　舎

ｸイ擦！叢　　一

牛舗築パン1ガ咽パーメク撃ナー

機　　　械
トラクター1

~ルカー4
バルク・
Dクーラー

寿ラ白陶ー1
ﾄ㌍蕩ごべ　一一

搾自

@分
齪J
遠ｭ
S時
@聞

牛　　舎

吹@　地

簡　　轍　　騰　　　　

u　　　一　　一　　”

㎝　　備　　　蝸　　備

p　　柵

6955
P288

92？5

?◎８9

喚？59

P363
喚283　　一一一一

P333　　一一一

一　　伽　　一　　　一

p　　一　　　一　　　脚

榊　　｛　　　輸　　幅

p　　　　　　　備　　鱒

樽　　鱒　　齢　　㎝

�@　　　　幽　開

合　　計 鞘　　嚇　　繍　　鞘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　師　　師

82喚3 lo36喚 61警2 56三6　　一一一一 鞠　　一　　　鞠　　噂 　　　一　　　漏　　猟 囎　　　　　鞘　　　

1頭当り 輸　幽　　齢　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　一　　一｝ 28喚 35？ 191 1喚8　　～備甲一伽 隔　　｝　　一　　輌 一　　㎝　　一　　｛ 　　　　　　備　　

中標津町実態調査及び農協調べ



体として労働時聞の増加をもたらしているものといえよう。

　さてそこで、以上2つ指摘された労働負担の増加及び機械化の方向は一体生産力

形成・展開にどのようにかかわってぐるのであろうか。

　便宜上先に草地に関する労働とについて考察し・その後こρことを念頭に冷いて

牛舎に関する労働の考察を進めていくことにする◎具体的な進め方としては生0年

以前（35～39年頃）、婆0年代前半（喚◎～44年）、40年代後半（45～

憂8・感9年）の3つの段階にわけて、その間に蔚ける労働の：方向性をさぐってみ

たいQつまり、第5表蔚よび第6表から具体的な労働が牧草なり牛乳という生産物

を得るうえで、どの部分に労働が投下されているのかを間接的に推i測しょうという

ことなのである。

　まず草地に関する労働についてみることにするが、その前に乳牛と草地との関係

についてふれて澄くと、いずれの農家に澄いても乳牛多頭化にともなって採草放牧

地の拡大が相対的に澄ぐれる結果、乳牛1頭当り採草放牧地面積が減少傾向を示し

ている。その場合、特に草地の不足している農家では公共牧野に仔牛を預託する傾

向がみられる。

　蓑ず40年以前からみると、この時期に鼠（ては蔽とんどの農家が畑作物を作付

けして齢り、しかも収入源としてもかなりの比重を占めていたと思われる。表によ

ると、堆肥は畑のみあるいは畑を中心として投入されて澄り、草地には投入されて

も金馳がわずかであったと思われる。従って牧草刈取り翻数も1番刈のみというの

が中心的であり、草地更新もほとんどおこなわれていなかったわけで、その意味で

極めて粗放的な土地利用であり、牧草反収は2．0～aO霊に低迷していた。

　しかし、このような粗放な土地利用のもとにあっても融2やNα6のようにこの当

時すでに乳牛頭数もかなり飼養していた農家では、農繁期には畑作との労働競合に

より「牧草を刈りきれない」という事態を生じている。

　つ蓬りこの時；期に誇いては畜力段階を脱していなかったのであり、エンバク、ソ

バ、衰などは手刈、そして堆肥まきや牧草刈取、冬場に訟ける野積乾草の運搬など、

農作業全てにわたって畜力利用が中心であったため、極めて重労働を強制していた

と思われるのである。

　ところで喚0年代に入ると、上述のような重労働からの解放としてトラクターが

　　　　　　　　　　　　　　　　　一3£一



導入される◎このことは牧草地への堆胎投入を可能にするカミ．ζの堆細投入と並ん

でブロごドキャスターを導入することによって省力化の方向性を庵った化学肥桝の

投入が誇こなわれてぐるのである。又、収穫作業に撫いてもチ雲ッパ晶が導入され

てくる。これが導入されるのは酪農に灘いては収穫の時期が最も労働ピークをもた

らしているからである。それから草地の更新についで臨そろそろ齢こなわれるよう

になってくるが、2ha程度の竜ので葬常に少なく、この時期にはまだそれほど草地

問題は深刻化していなかったg

　ただ、～二の時期はトラクターが導入毒れたと鼠っても、作業の一貫体系が確立し

て蔚らず、いぜんとして漁取黙臥漁§のごとぐサイ欝づめをフォークで論こな

っていた鉱晦5のごとく乾草を貯蔵するところがないことから冬に野積乾箪を牛舎

に運ぶ等多頭化による労働負掴増加葡軽減するための作業機、装備の不備がみられ

るQ

　さて40年代後期に入ると、草地面積の不足から2番刈が一般化してくるのであ

り、牧草反収も飛躍的上昇をとげる。そしてこの反収水準を維持・上昇をはかるた

めに金肥投入量が急激に増加し㌔堆肥投入も増加する9だが感O年代後半に澄ける

乳牛の多頭化は、実は多頭化の伸びには追いつかないにして庵土地拡大を必然化し

て澄り、その意味で專従者1入崇り労働範囲を広げているわけで慧このことと、上

述した草地管理の集約化傾向とが合計されることによってチ藁ッパー、ベーラーな
　　　　　　　　　　　ノ
どの収穫作業機の導入があるにもかかわらず葱織aにみられるように草地管理の衝

で堆肥を遠いところ頓；運べないということが論こっている。綾た融4に齢いては多

頭化にともなう土地拡大が分散的に澄こなわれたため同様の問題が澄きている。∵

このことはっきつめていけば草地管理に非常にむらが生じ、牧草反収の差を』まねぐ

などの問題がでてくることになるのである◎

　以上：草地をめぐる生産力展開についてかんたんに考察したが、要約するとこの聞

の特徴は、第1にほとんど40年代後期になってから生産力を直接高めるための労

働が投下されていること、そしてその場合、特に省力化の方向性をもった金肥投入

量の増加による傾向が強ぐなっていることg

そして第2に、上述したことと全く逆の土地拡大による地力差・反収差をもたらす

方向も進行しつつあること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



段

1

第5表 圃　場　労　働　 に　つ　い　1て

乳牛1頭当 公共牧野：利 草地の更新 施肥量／反 刈取　り
り採草放牧 用 面　　積 回　　数 反　　収 労働事情 機械化
地　（ha） 頭 （ha） 金肥翻 堆肥ω （回） ω （台）

生。年以前 ・圃場が遠く、道路事
1．3 ｝ 1～2 畑のみ 2 3．o 情悪ハ 畜力→賃耕

（10頭以下） ・エン～ク、ソベ麦謝ll

輔年代前半
鴎1
（12～15頭）

1．5→19 ｝ 1～2 同上 2 同上 儲　　爾　　q　　｝　　一　　嚇　　　一　　r 賃　耕

40年遅後半 2 ’労働力不足が酪専へ

L7→12 ｝ 50 10．0 2 3．8 トラクター1

（1？～20頭） （借羅｛脚 の契機

蜘年以前 ・牧草手で刈り切れな エシジン

輔　㎜　　一　　　　一

｝ 一
董．5 畑のみ ！ 2．5

い一一
モーア

（！0頭以下） ・エンバク手刈 1

晦2
翻年代前半

一　　一　　岬　　糠　　穐

｝ 15％
採草地に

1 同上
20馬力のトラクター
ﾍ重いもの引けず・・ トラクター1

（12～3噸） 入れない 35haの作業きつい

喚0年代後半 』ビートつくっだ瓜忙：

13吟09 を（轟ゆ 15％ 30 年2回 2 3．5 トラクター2

（35～6頬） しくてやめる

釦年以前 畑作の防除労働と競合 畜力→
一　　鴨　　扁　　r　　｝

｝ 〔 畑隔心 1 3．0

Q5頭以下） →酪専へ トラクター1

40年代前半
Nα3 2忌→1．5 1～ 〔 2？ 3．0 1 3．0 r　　　一　　　　～　　　｝　　　脚　　　　一　　需 トラクター1

（1ワ～28頭）



i

ま

i

をb年代後半

i3か一？1頭）
15ゆ0，8 ～15 2．5 30

を。（醐

Q～3軸き
2 5．0

牧草の質を良くす出た

ﾟ早刈りをする
トラクター2

喚。年以前

i25頭以下）
曹　　■　9

一
．　o　， ．　ロ　¶ ”　，　9 1 2．0

・圃場が5つに分かれ
ﾄいる・乾草は野積 トラクター1

曝
輔年代前半

i30～36頭）
1．2→08 … 2．0 20 畑に 1 2．◎

サイロづめフォークで
ｨチヨツパー導入

トラクター

X　　新

蜘年代後半

i38～ワ。頭）
1忌→α8 一

面 3◎→6◎ 10haのみ 2 垂．5

・圃場が7つに分かれ

ﾄいる
同　　上

喚◎年以前

i…　　）
1．5

｝ ㎜ 一 1番最後 1 2．0

・＝外陰き旧記画

D鷺轟轟て牒 畜　　力

磁5

魚。年代前半　　　　　　o．5ゆ19

i…～32頭）
ら ｝ 同上 1 2．o

・サイレージ出しで難い允める・冬野積の乾草運び体こわす

トラクター三

輔年代前半

i38～88頭）
雛）→◎．？ 1（）→15

39（放牧

nのみ）
20 蛋 2 冬．5

・夜舎爵（して糊毘
トラクター2

鯛年以前

i3⑪頭以下）
1．8 ｝

喩　O　r 20 畑に入れる 2 盆．o

○畑作と競合→牧草刈
@りきれない
n冬の野積乾草運びに
n使用

トラクター三

品6
鱒年代前半

i藪ト45頭）
1．2ゆ！b …

，　●　o £o→3◎
牧草地に

??

2 2．5

○トラクター導入によって：糊口・深散布でき

驍謔､になる◎

トラクヂ｝エ

些。年代後半

i54～ワ1頭）
1．3→1£1 ｝

2．5 墨。 岡上 2 3．2

Q遠いところに糊巴運

ﾗない→反収差
トラクター3

実態調査及び営農計画書より



霧

i

第6表 牛舎労働について

乳飼比 乳　　：量 機械化 1000時間
乳牛・飼料事情 労　働　事　情 当り乳牛処

鮒 （K望） （台） i理頭数

魯。年以前 ミルカー1

（lo頭以下）
輔鳥膚㎝ 一　　　一　　　　鳳　　　　｝　　　｛ 50◎0 集乳所へ運ぶ

（39）
隅　　簡　　輔

輔年代前半 3．喚．

晦1
（12～15頭） 6．5

良質牧草給与増加 52◎o 牛の疾病事故の減少 同上
↓2．8

釦年代後半 24，．o ○高能力牛導入 51？◎ 機械導入嵐粗放化（労働 3．？

（1？～20頭）・

↓3◎．5

○以デンいレタバカ筏
　↓5610

力不足）
同上

↓3．7

輔年以前 ○サイレージなしへ（サイロない ○牛を外につなぐのに手間

（1⑪頭以下）
鱒一馳鞠

Q牧草たりない
舎300

02田ごとに牛乳運ぶ
手搾り r　　｝　　楠

離2
蛋0年代前半’ 驚2 ○乳牛資質の低下 ↓

Q頭数ふえてめんどうな
ミルカー2

、5

（12～30頭） 5．0 （）栄養価低い牧草の給与 冬250 めで放牧　Q機械化 3．a

喚。年代後半・ 重1 ○ゲントつぐる 争670
　噂
Bビートつくったが忙し パイプラ瘡 委，8

↓ ↓ ↓

（35～6急頭） 4．9 Q乳牛資質の低下 墾370 くてやめる バ　ル　ク 6．8

喚0年以前 ○夏冬の乳量差少い
嚇　　一　　御　　｝

鞠　　　儲　　　鴨　　　需 o管理いきとどいた ミルカー1 鱒　　鱒　　｝

（15頭以下） ○ビ｝ト、　エンバクつくる

40年代前半 5000
Nα3

（17～28頭） 16．0

一　　　嘲　　　一　　　一　　　　嚇　　　一

↓
同　　　　上 ミルカー2 蝋　　一　　胤



f

巽

｝

40年代後半 2L2 o粗飼料の質改善 560◎ ノ弼フライン． 虫5
↓ ↓

○管理いきとどかない
↓

（32～71頭） 29．9 0夏冬の乳量差大きい 婆570 バルク 9．3

感。年以前

（25頭以下）
噸　獅　柳 一　　縣　　　一　　　軸　　　　噺　　　　榊 4500 備　　　一　　　轟　　　”　　　輌　　幽 手搾り 轍　一　綱

喚。年代前半 奏50◎ 2．5
Nα喚

櫓　　　一　　　鵯　　　齢　　一　　　一　　晒

↓
酷　　　簿　　　鞠　　　楠　　　“　　　一　　一 ミルカー2

↓

（30～36頭）　　　　、
30．2 曇？8◎ a7

鯛年代後半 23．7 ○頭数増加で乳牛資質低下 50喚0 5．5
↓ ↓

哺　　向　　榊　　一　　輪　　｝　　幽備 パイプライン ↓

（38ん？o頭） 36．8 ○低栄養価の牧草給与増 喚曇90 6．9

・四三以前
亀

脚　輯　　一 噺　聯　　輪　　軸　　　柳　　一　　憎 350・◎ ○牛乳運び（墾戸共同） ミルカー2 騨　　榊　　　備

（一一一一一）

Nα5
魯。年代前半

i一～32頭〉

25．1
ｫ23．9
○二三の質改善（二二） 5380

@↓5喚◎0　‘

oフン出しで体こわす○集乳台に牛乳カンのせ

@るの大変（30本）
同上

￥3．？

輔年代後半 2或9 O低栄養価牧：草の給与：増 5000 ○夜二二（バーンクリーナ パイプライン 嵐？
↓ ↓ ↓

（38～88頭） 39．5 o搾乳月数の減少 50条。 導入→堆罷のため パ　　ル　　ク ？．？

喚。年以前
輌　　儲　　　聯

o購入飼料やらないよう
3500

○サイロ小さくて手間かか 季御 繍　　一　　　需

（30頭以下） にしていた（トトトッズデン ○牛つなぐ ミルカー唾

餐α6
網年代前半 Oビートパルプ買う 喚1？◎

@↓ 一　　　聯　　一　　　　　　　〔　　　騨　　一

↓
3．5

ｫ・
（蜘～口頭） 38．7 墨乞1◎ バルク1 5．2

塗0年代後半 22．3 o給与量・質ふやす 3960 O多頭化による作業能率を高 6．8
↓ ↓

めるためトラクター導入 パイプライン
↓

（54～71頭） 3工。 些780 一ゆパンガに使用

1）実態調査及び農協調べ　　　2）’蝿年該での数値

3）　1000時間当り処理頭数は圃場と牛舎の合計労働時間より算出



　第3に重労働からの解放と新たな労働時閥延長である◎つまり農業機械の導入は

従来の畜力・手作業による重労働を解放するが乳牛多頭化による土地拡大と土地利

用の集約化により労働蒔間が延長されるのである。

　次に乳牛に診ける労働過程から牛乳という最終の生産物にいたる部分について考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ察することにするが・以上のべた草地に関する部分と分離して考察すやζとは出来

ないため、これらのことを念頭に澄きながらみていくことにする◎

　震ず喚◎年以前にお・いては草地は極めて粗放な土地利用が中心的であったが、施

設面での不備によっても飼料生産が規定されていた◎

例えば醜2のごとくサイロを持っていないために冬場に論いて乳量生産の上で重要

な意味をもつサイレージがつくれ、ないという農家庵みられるQ又。作業としても搾

乳に嫁ける労働と同時に乳牛を牧草地につなぐ仕串（1臼に2～喚罎）や牛乳運搬

労働、野積乾草の運搬労働㌔等のつらさが強調されるg

　つ寮多総じてこの時期は草地に澄ける土地利用及び畜力毅階が牛舎労働に規定性

を与えていたこと◎逆に牛含施設装備状況が飼科給辱に規定性を与えていたこと。

従ってこれらのことが相互に関連ナることによって低乳鍛水準を規定していたとい

えよう。

　さて40年代に入ると、多頭化も本格的に進展してくるため，草地管理も徐々に

涛こなわれるようになってくる。そして～＝れを可能にしたのはトラクターの導入で

あるが、トラクターの導入は同時に牧草の早刈を容易にした◎つまり牧草の早刈を

することにより良質牧草の給専を可能にしたのである。又、草地の更新もこの頃よ

り始まった。濃厚飼料についてふれるならば。この頃より給与量の増加が穏立ちは

じめる。その場合特に草地の不足している農家では濃厚飼料の給与量が多くなって

いる。

　牛舎労働では、搾乳労働は多頭化によシミルカーが定着するが、ふん出し作業は

依然として人力中心であったこと，談た牛乳缶を集乳台に上げる労働量も増加した

ため鳳かえって労働が強化された。

　この時期をまとめると、草地の機械化が良質牧草の給尊を可能にしたこと、噛そし

てそのことが基本的に乳量上昇をもたらしたことポだが，反面草地へつなげる前の

段階で牛舎内から外に運ぶふん出し作業及びサイレージ運び、牛乳缶運びが依然

　　　　　　　　　　　　　　　　　『38…，



乳牛 草地 総掘型

吹 335 5◎ 喚67

5 匝｛ 1◎6 56藤

6 328 國 國
7 335 國 國
8 3告3 國 圃
9 29蛋 11？ ズ600

10 囲 國 圃
11 國 2熟 ．，　藁80

12 画 82 國
1 團 蛋6 蚕66

2 311 20 388

3 3蛋2 48 喚52

合計 卸量9幽 1，786 6．9＄5

声

平均 350 ユ．農，9 5？8

として入力であっ疫ζとによって牛舎労働時聞を増加させ允といえよ％

　さて魚◎年代後半になると飼料給与の面から牧箪をみると化学肥料の増投，2番

刈の「一般化によって牧草反収を飛躍的に高め允が㌔このことは反対に乳牛に低栄養

侮牧草を給与することになった（懸藤，鵬5）“譲た全般的な門地の不足から濃厚

飼料給与：量が増加するが、それにも蜜して多頭化を急ぐあ蔑り乳牛資質の低下を震

ねくという事態を生じている（陥露，灘藤）の

　搾乳、ふん幽し作業に凹いては蛋◎年代前半の問題を解決するためにパイプライ

ン、バルク・クーラー方式やバーン・クリーナーが普及するが、実際上の牛の世話

という意味での管理が粗放化してぐる傾向がみられるのである◎

　この粗放化の問題に関しては、これ鼠での資料からは明らかに出来ないため鬼他

の資料かち補足す蕎ことにする。第7表から、乳牛飼養管理労働時閥を月別にみて

　第？表　月別・作業劉労働時間　いくと四角でかこった庵のは1ケ月平均時問よ

　　　　　　　　　　　　　　　　参峯い労働時間のものであるが、6月～9月ま

　　　　　　　　　　　　　　　　でと喚月、2月～3月、は平均労働時間より低

　　　　　　　　　　　　　　　　下している。冬場は夏場より労働時賜が増加す

　　　　　　　　　　　　　　　　るのが一般的であるか転この2月、3月、壌1

　　　　　　　　　　　　　　　　月の労働時間減少は一体何を意味しているので

　　　　　　　　　　　　　　　　あろうかQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　6月～9月談での減少は、放牧期であるので

　　　　　　　　　　　　　　　　減少するのは当然であるが、草地との関係で総

　　　　　　　　　　　　　　　　労働時間をみると，この期閥は牧軍1番刈（主

　　　　　　　　　　　　　　　　にサイレージ刈取）の暗期であり、草地に慶け

　　　　　　　　　　　　　　　　る労働時間の上昇が総労働時問を急激に上昇さ

　　　　　　　　　　　　　　　　せている◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　はたして悔乳牛の労働時聞の二丁は放牧期間

　　　　　　　　　　　　　　　　であるからであろうか。葦：地に於ける労働二丁

　1）4？年標茶町の1二四例　　　　　の上昇によって乳牛飼養管理労働を減少（粗放

　2）r楠聯立緻鴬農家の現況』　化）させていないだろうか。

　　　より
　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで1下刈の時期に灘ける1臼の労働時問

　　　　1ヨ、「、r認・、強9㎝



からこの問題についてみることにしよう◎第8表によると、磁2，臆3，漁4，Nα

5の農家はいずれも午后の圃場労働が牛舎に澄ける労働時間帯にくい込んでいる。

つま．りこの時悶帯には家族労働力が分散していることを示している◎その場合、圃

場作業は一般に男子が行なうため、牛舎管理労働は女子にかかってくることになる◎

例えば、総2は自分の土地に論ける牧草刈取作業に3入出て澄り、夕方の搾乳は50

頭を1入で行なっている。又、晦3に澄いても主入が圃場に出て、妻1入で搾乳を

行なっている。

　　　　　　第8表　　1番刈時期に冷ける1日の労働時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時間、頭、馳）

午 前 午 後

牛舎管理労働 圃 場　労　鋤 圃　場　労　働 牛舎管理労働

晦1 6：00～8：◎0 9二〇〇～13：00 　　　　　5P蛋：◎◎～16：30 17＝00～19：00
「2

5：00～？：30 8：0◎～11：⑪◎ 13：00～19：00 工8：00～19：30
3
5：00～6：40

｛3茸00～　　5：00
W；0◎～13；00 1艦00　～墨？：30

1？：00　～エ8：00

蛋

5：00～7：00 8；00～13：00 1麗00　～20：00 18：00～20：30
5
6：00～8：15 9：30～13：00 ｝5：0⑪～19：00 18：00～20：00

6 5：30～7：50 9：30～12：00 13；00　～16：00 1？：00　～玉8；00
？

6：00～8：00 9：00～13：◎0 玉郵0⑪　～　17；30 ユ8：00　～19：3⑪
8 6：00～7：30 8：30～ ～　1？：00 17：30　～19：00

乳　　牛 牧草地 48年度標茶町実態調査による
頭　　数 面 積

酎αエ

？6 35．0

2 92 蛋？．0

3 54 垂4．5

4 52 36．2

5 80 4・3．5

6
蛋虫 26．2

7 119 47．0

8 51 張0．0

一噛◎一



　このように圃場労働と牛舎管理労働の時間がかさなることによって本来朝と同じ

だけ労働力を必要としているのにもかNわらず、それだけの労働力がいないことか

ら、牛舎労働部分に重圧がかかってくる「ものと考えられるの

　そしてさらにこのことと関連するが曳総3，晦5，漁6，鵡7は午后の牛舎に附

ける労働時下を午前と比べて3G分以上竜短縮して矯る◎1番刈の時期には搾乳の

後す．ぐ放牧k出すから、やはり労働の粗放化であろう、

　以上簡単に考察したように草地に冷ける労働が牛舎に論ける労働を圧迫して、昆

重の意味で糧放化を震ねいているといえよ％

　粗放化の問題についての説明が長ぐなったが、曇0年代後半になってくると㌔以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
上のべた粗放仏牧箪の質の低下ギ乳牛資質の低下により乳量が低下してくる傾向

が見られる◎

5　結　　論

　以上、酪農に澄ける生産力展開を実態調査の結果をもとに曳具体的な労働過程に

祝点をあ吊てて：考察した。

．その結果、次の3点が指摘されるものと考える◎

　第1は、乳牛多頭化にと臨なって乳牛及び草地に対する労働負担が高まり総労働

時間が増加することである。このことは機械化による省力化が乳牛多頭化による労

働負担をカバーしきれないことを物語っている◎しかも、この労働時問の増加が入

間そのものをむしぼ夕でいることは、すでに甥海町の保健課の調査や北大医学部の
（8〕

調査で明らかにされてい』る。，

　つまり、現場からの痛烈な批判がこの労働隠間の増加にとめられているものとい

えようQ

　第2は酪農に：捧げる労働配分についてである。つまり、酪農に澄いては草地と乳

牛という2つの対象に労働が投下されるが、乳牛に対する労働と草地に対する労働

を比べると圧倒的に乳牛に対する労働が多いということであるQそして実態調査に

よると、乳牛多頭化につれて乳牛に対する労働はミルカー、パイプライン、バルク

・クーラ、バーン・クリーナーの導入によって滅少しているが、草地に対する労働

は逆に草地の集約化によって増抑傾向を示しているのである。その結果・第1とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　一垂1一



てあげた労働時間の増加をもたらしているものと：考える◎

　第3は生産力展開に関レてである◎．

　つまり、この間の生産力展瀾過程をみると草地に訟ける技術段階と乳牛（牛舎）

に澄ける技術段階が相互に規定しあって生産力段階（具体的には乳：量水準）が形成

されていることである。本稿では労働過程に視点をすえて草地と乳牛との関係の中

で考察したが、この方向からの研究が今後益々必要になるものと考える。

注

ω　工藤英一「乳牛多頭化過程に関する一考察」（墨8年度北大『農業経営研究』）

　及び同「天北酪農の発展条件に関する研究」（蛋8『天北地域農業の発展：方策に

　関する実態的研究』）を参照

（21　このような並列的な取上げ方を矢農武は『酪農と農業経営』の中で批判してい

　る。

㈲　井上晴丸ザ農i業技術の発展と農罠」（『経済主体性講座』6）

㈲　岩片磯雄『農業経営通論』

（5）例えば小野幸平「酪農経営の発展条件に関する研究」（宇都宮大学農学部学術

　報告第19号）

㈲　蛋8年度根釧地域の改良普及所で調査した結果によると、年間牧草の確保量は

　必要量に対して91％しか充足していない。

（の　工藤英一「乳牛多頭化過程に関する…考察」（曇8年度北大『農業経営研究』）

（8）美士路達雄・木村純ヂ多頭化と離農の分れ醒」（197㌫8『酪農事情』）で紹

　介されているので参照されたい◎
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